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実績件数等について（2020年1月～2025年６月）
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米（精米済み） 約 11,711 kg

飲料（災害備蓄品の水、ジュース等）   約 8,862ℓ

パック米、インスタント・レトルト食品 約 35,518食

 ・・・その他、缶詰、乾麺、ノベルティ、日用品（タオル・筆記用具）等

◆成立件数 2,495 件 ※登録数に対しての成約率は約97％ 

◆マッチングしている物品合計（一例）

◆提供いただいた品物の一例（マッチング済）

• 新潟県南魚沼市こしひかり5kg
• 菓子詰め合わせ
• 自社ノベルティのボールペン100本、メモ帳40個
• 日用品セット（歯ブラシ、カイロなど）

2020年1月15日の運用開始後、2025年６月末までに支援成立した物品等については、以下のとおり。
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（X（旧Twitter）より）

NPO法人のSNS等を通じた紹介事例
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（Facebookより）
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参加者の声

NPO法人等より

➢ 新型コロナウィルスの感染拡大防止のため学校が休校となり、子どもたちの居場所がなく
なってしまったり、学校給食がないために食事・栄養摂取が心配な状況となりました。困
窮家庭への食糧支援と、子ども食堂中止の告知が届かずに来場してしまった親子への
お土産用に急遽、支援物資を申し込みました。大変親切にご対応いただき、届いた食
料の状態もたいへん良好で感激いたしました。

➢ 送られた方も食料を助けてもらえたということだけでなく、多くの方に支えられている、つな
がっているという心強さをもたれているようです。

➢ NPO法人として、企業とNPO（非営利）が協力して子どもに還元できるこのような仕
組みはとても有り難いと感じます。

➢ 証券会社の担当者の方には丁寧な対応をしていただいており感謝しています。
この活動が多くの企業の先駆けとなることを期待しています。

➢ これまで当社では、株主優待品を受け取る部署がその特権として品物を享受しており、
ガバナンス面でやや不安だったが、このような制度があることで、不公平感がなくなるので
ありがたい。

➢ 今まで当社では社会貢献活動は行ってこなかったが、このような仕組みがあることで、廃
棄するだけだった災害備蓄品等を通じて、社会貢献活動が可能となった。

証券会社より

※一部抜粋
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米、乾麺・乾物・缶詰・調味料、レトルト・インスタント食品、飲料・菓子、
詰め合わせ（ギフトセット）、筆記具、日用品、医療品・医薬品、玩具、
各種チケット（商品券・クオカード・割引券等含む）、オフィス家具・インテリア

◆ 対象物品 ※現在は、証券会社が提供しやすく、リスクの少ない「物品」の支援から運用を開始。

✓ 株主優待品の商品詰め合わせ、クリアファイル（自社ノベルティ）50枚と小ロットの登録がほとんど

62社

全国各地より50団体

募集は協会HPで
随時受付中

【参考】こどもサポート証券ネットについて
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証券会社が持つ「人」、「モノ」、「場所」といったリソースを活用して、証券会社が子供の
支援に取り組むNPO法人等を支援することを目的とし、2020年1月より運用開始。

（日本証券業協会 サステナビリティ推進室）


